
八

月

十

三

日

(

土

)

盆

踊

り

大

会

(

青

年

団

主

催

)

が

箕

土

路

公

園

に

て

盛

大

に

開

催

さ

れ

ま

し

た

。今

年

は

一

日

だ

け

の

盆

踊

り

大

会

で

す

が

、

ビ

ン

ゴ

大

会

、

カ

ラ

オ

ケ

大

会

（

町

会

長

も

Ｎ

Ｈ

Ｋ

の

ど

自

慢

優

勝

の

歌

姫

も

熱

唱

）

、

子

供

た

ち

へ

の

お

菓

子

配

り

な

ど

盛

り

だ

く

さ

ん

の

内

容

を

ギ

ュ

ッ

と

詰

め

込

ん

だ

プ

ロ

グ

ラ

ム

で

し

た

。

そ

し

て

い

よ

い

よ

午

後

八

時

か

ら

は

「

政

若

会

」

の

音

頭

で

の

盆

踊

り

。各

団

体

の

テ

ン

ト

が

会

場

周

囲

を

取

り

囲

み

、

出

店

、

炊

き

出

し

、

接

待

や

ら

と

大

賑

わ

い

で

す

。

連

日

の

猛

暑

が

続

く

今

夏

で

は

あ

り

ま

す

が

、

踊

り

は

途

切

れ

る

こ

と

な

く

続

き

ま

し

た

。

恒

例

の

、

最

終

で

の

泉

州

伊

勢

音

頭

に

な

る

と

踊

り

の

輪

は

二

重

，

三

重

と

大

き

く

連

な

り

、

老

若

男

女

そ

れ

ぞ

れ

に

夏

の

風

物

詩

盆

踊

り

を

楽

し

ん

で

い

た

よ

う

で

す

。主

催

の

青

年

団

を

は

じ

め

各

団

体

の

方

々

、

参

加

い

た

だ

い

た

皆

様

方

に

改

め

て

お

礼

を

申

し

あ

げ

ま

す

。

九

月

の

予

定

十

一

日

（

日

）

評

議

員

会

十

月

一

日

（

日

）

広

報

配

布
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♪

「

今

木

の

川

で

手

を

切

っ

て

大

路

（

お

お

血

）

箕

土

路

（

み

ど

ろ

）

で

中

井

（

泣

か

い

）

で

も

吉

井

(

良

し

い

）

」

♪

こ

の

様

な

唄

・

謡

が

あ

り

ま

す

。

岸

和

田

市

史

で

は

次

の

様

に

記

述

さ

れ

て

い

ま

す

。

我

々

の

住

む

箕

土

路

は

八

木

地

区

の

な

か

で

も

古

く

か

ら

開

拓

さ

れ

た

地

域

で

あ

り

、

天

の

川

流

域

の

低

湿

地

帯

に

整

然

と

集

落

が

並

ぶ

様

を

唄

っ

て

い

い

ま

す

。

歴

史

的

に

は

縄

文

時

代

に

始

ま

り

、

奈

良

・

平

安

・

鎌

倉

時

代

を

経

て

ほ

ぼ

開

発

さ

れ

、

人

口

密

度

も

高

い

地

域

に

成

熟

し

て

い

た

よ

う

で

す

。

書

物

が

民

衆

に

行

き

渡

っ

て

い

な

い

時

代

に

、

里

の

唄

・

謡

と

し

て

伝

承

さ

れ

て

き

ま

し

た

。

猛暑の中

盆踊り大会開催


